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臨床実習病院紹介「串間市民病院」 

研修医の声 

 こんにちは。このコーナーでは、総合診療専門医プログラム研修医が、日々の研修に

ついてご紹介させていただいております。この記事を通して、多くの皆様にプログラム

の魅力についてお伝えできればと思います。今回は、２年目研修医の䅏田一旭（のきた 

いっき）が、ただいま従事しております『小児科研修』についてご報告させていただき

ます。 

 当プログラムでは３ヶ月間の『小児科研修』が準備されています。 

 総合診療医は、年齢に関わらず全ての患者さんに適切な医療を提供する能力が求められます。適切な医

療とは、初期診療における評価と治療であり、必要時には適切に専門科への紹介を行う事だと私自身は解

釈しています。 

 『小児疾患のどこまでが自身の診療で完結できるのかを見極める』すなわち『自身の診療技能』と『疾

患の緊急度と重症度』とを適切に評価する能力を獲得する事を目的として日々の研修に挑んでおります。 

現在は県立日南病院小児科に所属し、小児科医の先生方から直接ご指導をいただける贅沢な環境下で日々

の研修を行っております。この3ヶ月間で習得したスキルが、これからの診療においてかけがえのないも

のとなる様に精進して参ります。  

地域での実習受け入れ、ＥＢＭ、学生サークル、研修医の育成。宮崎で取り

組んでいる課題は、海の向こうの国々でも直面している課題です。目の前の

地域、患者さんにベストを尽くしつつ、時々世界の人々と交流してさらに地

元のことを深く知る、いいところを取り入れて自分たちの強みを発信してい

く。ローカルだけど、そこを一生懸命やればグローバル。皆さん一緒に盛り

上げましょう。合言葉は「Miyazakiを地域医療のメッカに」  

今 月 の よ っ し ー 

吉村 学教授  

「串間市民病院の状況」    串間市民病院 院長 黒木和男  

 平成25年度より宮崎大学地域医療•総合診療医学講座のサテライトセンターが県

立日南病院に設置され、平成26年度より宮崎大学医学部５年生の臨床参加型実習が

開始されました。はじめの２年間は３日間でしたが、平成２８年度からは５日間と

しています。 

 平成27年４月から、宮崎大学地域医療・総合診療医学講座の松田俊太郎先生が串

間市民病院の勤務となりました。同時に、総合診療科を院内標榜して、診察室も別

に設けました。松田先生の指導の下にプライマリケア連合学会の家庭医育成プログ

ラムをスタートしています。串間市民病院、県立日南病院、日南市立中部病院など

を中心に行っており３名の専攻医が研修中です。 串間市民病院 
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●第4回九州山口家庭医療・総合診療医学セミナー 

 6/24(土)～6/25(日)  場所：延岡市役所ほか 

●第6回九州総合内科セミナー 

 7/8(土)～7/9(日)   場所：宮崎大学医学部 

●地域医療実習説明会  

 7/21(金) 18:00～ 場所：  

●レジデントデイ 

 7/28(金) 18:00～ 場所：日南yotten 

●ジェネラリスト夏合宿 in 日南  

 8/26(土)～27(日)  場所：日南市  

※詳細はホームページやFacebookに順次アップします。 

講座のイベント情報 

日本プライマリ・ケア連合学会学術大会 

 ５月13日（土）・14日（日）の二日間、香川県高松市にて行われました。講座スタッフとともに、FMIG宮崎

から総勢10人の学生（医・看）が参加しました。みんなで総合診療、家庭医療、プライマリ・ケアについて学び

を深めました。講座からはポスター演題発表、学生企画のお手伝いなどを行いました。  

◀日本プライマリケア連合学会学

術大会の学生企画、FMIG mixerで

講演していただいたRyan先生（オ

レゴン健康科学大学家庭医療学講

座准教授）、Briannaさん（FMIGオ

レゴン代表）と一緒に 

ＯＨＳＵより来宮 

 前記の学生企画FMIG mixerで講演されたRyan Palmer先生（OHSU＝オレ

ゴン健康科学大学家庭医療学講座准教授）、Brianna Mullerさん（FMIGオレ

ゴン代表）のお二人に学会終了後、宮崎へお越しいただきました。宮崎大

学医学生へ２つの講義、日南・串間で実習・研修中の医学生・研修医と勉

強会＆懇親会、日南の医療現場の見学（病院、訪問診療）や観光、FMIG宮

崎と交流会など盛りだくさんの４日間でした。  

英国家庭医の来宮 

 日本プライマリ・ケア連合学会の日英プライマリ・ケア交換留学プログラム

を利用して、串間市民病院に英国家庭医 LEGAYINI SATKUNANANTHAN先生

（レカ先生）が５月９日（火）から５月12日（金）まで研修に来られまし

た。11日（木）は夕方から英国のヘルスケアについて講義をしてもらい、日

英の医療事情の違いについて学びました。スカイプを利用して宮崎県内３か所

とつなげ、遠くからも参加してもらいました。 

 受け入れしていただいた串間市民病院の黒木院長先生をはじめ、職員のみな

さま、ありがとうございました。 

ＥＢＭ勉強会 

た。ＥＢＭとは？という話

から始まり、実際に原著論

文を１本みんなで読んでみ

ました。ピザを食べなが

ら、みんながんばってくれ

ました。今後も月１回行っ

ていく予定です。  
▲桐ケ谷先生による講義 

▲レカ先生（中央）と串間市民病
院のスタッフと 

 ＥＢＭ勉強会の記念すべき第１回を６月８日（木）に開催

しました。医学生１～６年生、合計８人が参加してくれまし


